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研究成果の概要： 

民国初期（１９１０年代から２０年代）にかけて上海の新聞メディアを中心に大流行した社

会小説について、画報や小新聞などを含めた娯楽メディアとの関連、および当時巷のスキャン

ダルを題材とした黒幕小説との関連から研究を行った。当時の通俗小説や作家たちを作品とい

う狭い枠にとどまることなく、その文学をとおして時代と社会を読む作業を、新聞、雑誌類か

ら掘り起こすことで、中国近代文学の一面を明らかにする。 

 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 1,100,000 0 1,100,000 

2008 年度 600,000 180,000 780,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 1,700,000 180,000 1,880,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：各国文学・文学論 
キーワード：中国文学・民初通俗文学 
 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 

（１）日本国内では今日に至るまで鴛鴦蝴蝶 

 

派に関する本格的な研究が行われることは

なかった。そのなかでも作品数量が多く、資
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料収集が難しいとされる社会小説に関して

は、中国・アメリカ・台湾を通じて、未だ詳

細な研究が加えられていない。同時に、関連

分野における日本国内での先行研究は極め

て少ない。社会小説について論じたものに、

大村益夫「中国の清末社会小説」（早稲田大

学東洋文学会『東洋文学研究』第 12、14、

15 号、1964、1966、1967 年）があるが、

対象を清末に限っていることなどから本研

究と重なる箇所はあまりない。また民初の

社会小説では、『留東外史』について留学生

小説という観点から考察した論文が幾つか

あるほか、言語学や芸能ジャーナリズムの

方面から北京社会を描いた社会小説を考察

したものが数種見られるのみである。 

 

（２）資料面に関しては、かつては作品が掲

載されていた小新聞や通俗小説雑誌は資料

的価値が乏しいとされていたために、現在で

は当時の文献をそのままの形で眼にするこ

とも難しい。このため、今見ることのできる

先行研究は削除部分を含むリプリントのみ

を参照したものも多く、このような手法を採

った場合、研究の幅に制限が生じるのは避け

られない。 

 

（３）社会小説を扱った研究の傾向として、

現在では言情小説と合わせた「社会言情小

説」という項目の下で論じられるか、もしく

は『紅楼夢』や『金瓶梅』などの古典白話小

説を含めた広義なものとして捉えるなど、あ

いまいな定義や手法に拠っている。これらの

研究はとかく小説内部の内容や形式に大き

な比重をおいて論じられている。 

 

２．研究の目的 

 

（１）当時の社会小説やその作家たちを、新

聞、雑誌類の一時資料から掘り起こすことで、

従来の通史的な文学研究とは全く異なる近

代文学の一面が明らかにする。主に三つの部

分、テキスト（なにが描かれているのか）、

成立の歴史（どのようにして、だれが成立さ

せたのか）、そして社会、文化的背景（どの

ように読まれたのか）をそれぞれ取り上げる。

近代活字メディア、特に新聞を軸として個々

の作品を忠実に読んでいくことで、これまで

あまり論じられてこなかった近代中国の一

面を再考することをねらいとする。 

 

（２）ジェンダーをキーワードとし、社会小

説を時代と社会になかに位置付けながら作

品の意味を問う作業を行うことで、民国初期

の心性をより日常的なレベルから探る。 
 
 
３．研究の方法 
 
 
（１）新聞、小新聞、画報類の収集と研究 

・新聞：『時報』『新申報』（国会図書館附属

東洋文庫、上海図書館） 

・小新聞：『晶報』『金鋼鑽報』『社会日報』（マ

イクロフィルム） 

・画報：『図画日報』 

 
 
（２）単行本（黒幕小説）の閲覧と研究 

・『中国黒幕大観』中華図書集成公司、1918



年（東洋文化研究所） 

・『上海婦女孼鏡台』中華図書集成公司、19

18年（東京大学附属東洋文化研究所および上

海図書館） 

・その他（北京国家図書館、上海図書館） 

 

 

４．研究成果 
 
 

（１）民国期社会小説研究 

同分野における先行研究とその問題点を整

理し、民国期社会小説の源流と興隆（清末小

説論にみる「社会小説」概念の誕生／定義と

発展史）について研究を行った。また、都市

文化と出版制度の拡充、作家と作品（年表類

の作成）について整理を行った。 
 
 
（２）黒幕小説の研究 

１９１０年代以降の黒幕小説における女性

像について、代表作である『中国黒幕大観』

を題材に研究を行った。合わせて新聞ジャー

ナリズムにおける雑報記事と社会小説の関

係、また明治日本の「毒婦もの」との関連性

についても検討した。 

 
 
（３）作品研究 

『上海春秋』、『歇浦潮』などの代表作を取り

上げ、新聞記事などのジャーナリズムとの関

連性、および画報などの通俗メディアとの関

連で作品を読み解くことで、フィクションと

新聞メディアとの関係性について研究を行

った。 
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